Reading Kazuo Kato's Mumei no Nangaka by 堀部, 功夫
富士正晴は「おいしい小説」 （一九七六年五月一日刊『文藝』
十五巻五号）で、















































と記す。「 （二） 」が、同年七月一日刊同誌十巻七号二五～三一頁に載った。 「編輯記」は















な組合せによる気韻無礙なる画境と、その粋な風格の少くも一面の規範をなす正統古典派風 論に基いての一提言とは、おそらくいさゝか風来の風はありながらも、それはそれとして読者の心して味ははれるべき点で くてはなりますまい。尤もこのやうな柔雋の裏にも実 なか
??
以て曰
くがありさうで あります 、たとへばその一見ナイーヴな市井愛の底の底には、所謂純乎 る浪曼的精神としての如何ともし たき、いはば「イロニイ イロニイ」なる心情矛盾の意味を観取することが出来るとすれば、それ 亦
識者の特に関心せられるところでありませう。
と記す。署名「
S」 、鈴木正明らしい（三彩社版「後記」 ） 。
「 （四） 」が、同年十月一日刊同誌十巻十号三五～四二頁に載る。「 （五） 」が、一九四二（昭和十七）年二月一日刊同誌十一巻二号二二～二七頁に載り、完結した。末尾に「筆者京都絵専教授」との紹介がある。B
　
初版
『無名の南画家』 （日本美術出版社、一九四七（昭和二十二）年二月二十日）一～八十四頁。単色図版、惲南田「花卉図」 ・倪雲林「西林禅室」 ・石濤「山水図」を付す。推敲は、①正誤、②読点付加の傾向、である。①の例、惲南田の気韻の形容、初出「先生が崇敬描
ママ
かざる元




























祖母が、十歳の私のために、二人の家庭教師をつけてくれた。数学・語学は大木さん 奇麗なおさよさんと同棲中の理科大学生である。漢文・習字は大木さんの推薦で、ドン・キホーテこ 靄山先生。老南画家の靄山先生、四月開講時から饒舌に芸術の夢を吹く。先生は、無名と貧困 孤独に沈淪しな らも純粋な芸術家であった。その生計を菓子折り包装紙描きで立てている。
二 　
一九一六年 　








































日・二十八日は昭和初年すでに衰亡（西村善七郎編刊『大京都』 〔一九二八（ 三）年十月二十日〕 ）
―
が縁日で、 「門
















に、 「郭公の声が漸く醒めかけてゐる」 ・ 「老いた夜鷹が一声ヒユーと啼いてすぎた」 ・ 「カナ
??
蝉が寂しい声を立てる、夜に





殺するに足るだ う」 。嗅覚的に、 「春蘭の匂ひ」 ・ 「何処からともなく流れて来 辛夷の匂ひ」 ・ 若葉匂はしい船岡山 畔」 。いったい「京都の風土は鼻に良いらし 。昔大宮人が聞香の技を闘はし と云ふも故あ かな、と独感嘆し ゐる」 述べた
青木正児が、山口大学を辞し京都に引き揚げて来ると「不思議に鼻が聞こえるやうになつた。 」と書いているから、嗅覚的把握も京都外へ出た人の方がより敏いのかもしれない。
主人公が食道楽ゆえ、味覚的素材が出るが、京都独自の食べ























は、類歌が京都市域で歌われている。高橋美智子『京都のわらべ歌』が「 「候」と敬語を使っているのが、京ならではとおもわれる。 」と書き、京都府教育委員会編刊『京都府の民謡』が「 「候」は京都市内のみ。 」と記す。引用歌も「そーろ」でよく適う。もう一つの、からかい歌は、京都わらべ歌中で未確認。昭和流行歌の替え歌かも知れず 後述する。
時間推移の表示に、 「吉田山の追儺式の晩」 ・ 「加茂お蔭祭の
翌る日」 ・ 「祇園祭の終つた頃」 ・ 「大文字焚きの晩」 ・ 「其の晩は地蔵盆で」 ・ 「吹革祭のあつた月」 ・ 「真如堂のお十夜の頃」と、年中行事がらみが多いのも京都的である。
もっとも、 〝大文字〟を「大文字焚き」と呼ぶところは、外
来者らしい云い様 出てしまった 梅棹忠夫『京都の精神』が「 「大文字焼」などとかいたものをみかけるが、無知もきわまれりというほかない。 」と叱り、駒敏郎『誤解される京都「東京のマスコミは「大文字焼」という言葉をよく使う そういう間違った呼び方に馴染まない ほしい」と希望す 。岩上力『京のあたりまえ』が「大文字の送り火のことを、他府県の人が〝大文字焼き〟などと言われること ありますが、そう












































出る趣がある」 （ 「二」 ）ところ。加藤「京都の自然と芸術」に拠れば、河野通一が「 大痴は九十にして童顔の如し」 」と評される。ただし、河野との出会 は後年のことであって子供期でない
○「靄山先生」が「非常な風呂好き」 （ 二」 ）である点。加




○「靄山先生」が「蓄音機を〔略〕担ぎ出してきた」 （ 「三」 ）
ところ。加藤「京都の自然と芸術」に拠れば、河野通一が、 「高度の蓄音機愛好家であった 。
○「靄山先生」が「私を〔略〕唯一人の弟子にとつた」（ 「一」 ）ところ。加藤「村上華岳」に拠れば、河野通一が、 「非常に粋人で、最後に門弟としていたのは私一人位なものだろう」 」 。
○「靄山先生」が「制服に身を固めた人々には畏敬と恐怖と
を混へた感を抱いてゐた」 （ 二」 ）点。加藤「京都の自然と芸術」に拠れば、加藤自身が「
 国民服に〔略〕嫌厭」
感を持っていた。
























































































































































































































































































































一九九六年六月二十四日）の調査に拠ると、 「 「七生報国」という言葉のもとは、一九〇 （明治三十七）年、広瀬武夫であ」り、一九二 （昭和四）年、平泉澄「中世文化の基調」 （ 『史林』十四―一）に用いられ、一九三五（昭和 ）年、正成没後六百年記念事業で声高に叫ば 流行語となった。 「修身の教科書に「正成は弟正季と七生報国をちかって、壮烈な戦死をしました」とあり、昭和十四年 一九三九） ら十七年までの四年間に、小学六年生であった人だけが、この教科書を使 ている」由。
靄山先生の激語は、尾崎紅葉の〝七度人間に生れて、予が思

































す。小稿に取上げなかった他の登場人物もそれぞれに面白いし、藝術一家言が非常 豊かであり、知識・引用も凄い。そを読み出典を探すだけでうれしくなってしまう。本作の全き解明など、私にはもともと無理 註文であ た。加藤一雄の口調を今度は謙遜でなく、つぶやいて小稿を閉じよう
筆者は私なんだから仕方がない。
（ホリベ 　
イサオ 　
嘱託研究員）
